
2025 12.23 Tue
15：00～17：00　　ハイブリッド開催　
参加方法：対面・・・杉本C学術情報総合センター1階文化交流室
参加方法：遠隔・・・ZOOMウェビナーより 
　　※URL・パスコードはOMUポータル及び学生ポータル（UNIPA)に掲載します

 

Episode1. 反応拡散方程式とパターン形成の数学

人はどのように「視点」を切り替えるのかEpisode2. 人はどのように「視点」を切り替えるのか
　　　  　　  

第14回

  「空間」という言葉は身近すぎて意識され

にくいですが、学問の世界では多様な意味

と方法で扱われます。本企画では、その越境

性に注目し、空間に生じるパターンを数理

モデルで描く数学と、身体や心の働きとし

て空間理解を探る認知心理学に登場してい

ただきます。拡散方程式による模様の生成

や、私たちの視点切り替えやイメージ操作

の仕組みを学ぶことで、異なる「空間」が響

き合い、新たな理解を生み出す場にしたい

と思います。

大阪公立大学の研究者の世界

■プログラム

15:00　開会の挨拶

 　　　　　寺北　明久  副学長

15:05　イントロダクション

　　　　　 水内　俊雄  特任教授

15:10　講 演

　　　　　 物部　治徳  准教授　　

15:50　講 演

　　　　　 武藤　拓之  准教授

16:35　座談会　

　　　　　 物部　治徳  准教授

　　　　　 武藤　拓之  准教授

           水内　俊雄  特任教授

本部事務機構学術研究支援部研究推進課

TEL:06-6605-3466
お問い合わせ

水内　俊雄
特任教授（メンター）

ファシリテーター

申込不要

　私たちは、自分の目の前にある物体を認識するだけ

でなく、他者の立場に立ったり、自分とは異なる方向

から見た景色を想像したりすることができます。この

ような「視点」の切り替えは、どのような心と脳の働き

によって可能になるのでしょうか。今回のアカデミッ

クカフェでは、心と脳が行う情報処理の仕組みを明ら

かにすることを目指す認知心理学の立場から、空間的

思考の背後にある認知過程を探るために私たちが

行った実験を紹介します。　　　

武藤　拓之
現代システム科学研究科　准教授

　反応拡散方程式系は、動物の模様形成や氷の融解な

ど、自然現象を記述する数理モデルとしてしばしば用

いられます。なかでも、物質を空間内で均一に広げよ

うとする性質をもつ拡散方程式は、基礎的かつ重要な

役割を担っています。本カフェでは、拡散方程式の基

本的な性質に触れるとともに、パターン形成の話題と

して、動物の模様などに関連するチューリングの拡散

誘導不安定性などを数学的な視点から紹介したいと

思います。

物部　治徳
理学研究科　准教授

空間的思考の認知心理学－空間的思考の認知心理学

－空間にひろがる数理の構造－空間にひろがる数理の構造

 大 阪 公 立 大 学

異なる 「空間」が出会うとき異なる 「空間」が出会うとき       テーマ　　


